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２０１７年１１月 第 一 例 会 

 

 

ワ イ ズ 理 解 強 調 月 間 

 

 ＹＭＣＡはイエス・キリストの

愛をもって青少年の健全な育成を

図る事を目的とする団体であり、

ワイズはＹＭＣAを理解しＹＭＣ

A運動を支援するボランティア団

体であります。このことが他のボ

ランティア団体と一線を画するところです。たと

えば災害支援にしても単に土砂の方付けや清掃で

はなく、被災者に精神的に寄り添った活動を心掛

け、励まし、未来に勇気と希望を見出せる活動を

目指しています。 

 ワイズメンはあらゆる機会を通じて和を深め、

多方面の分野の方々からお話を伺い、自己研鑚し

て互いに尊敬し、認め合うことが求められます。 

 私はワイズに関わって 40有余年、メンとしても

10数年経ちおぼろげながら自信を持てるようにな

りました。これからもワイズメンとしての誇りを

持ち活動を続けていきたいと願っています。 

今期の後期は会計を担当することになりまし

た。皆様のご協力をお願いいたします。  

             （浅見クミ子 記） 

THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-GREEN 

CHARTERED 1973  

 
 

１１月 アドベント（イエス･キリストの系図より） 
「サルモンはラハブによってボアズを、ボアズはルツによってオベドを、オベド

はエッサイを、エッサイはダビデ王をもうけた。」 

（マタイによる福音書１：５） 

＜遊女ラハブから生まれたボアズからイエスさまが生まれた。ラハブはヨシュ

ア軍のスパイをかくまった。イエスさまの大切な系図にイカガワシイ女性３人  

    の名前がある。どういう意味があるのだろう？＞ 

＜ 2017.11 ＞            ＢＵＬＬＥＴＩＮ              2017年 7月～2018年 6月 

日時：2017年 11月 15日（水） １8：30～20：30 

場所：千代田区和泉橋区民館 ２階 

    千代田区佐久間町 1-11 TEL03-3253-4931 

             受付：青木君／司会：柿沼君 

 

開会点鐘               浅見会長 

ワイズソング・ワイズの信条          全   員 

聖句・お祈り                 古 平 君 

ゲスト・ビジター紹介    浅見会長 

食事 （一言添えてニコニコ献金）  

 

ゲストスピーチ             紹介 西 澤 君              

   神崎清一 日本 YMCA同盟総主事 

卓話 「ユースの話、ブランディングの話等々」  

 

YMCA情報                    松 本 君 

神田川委員会報告              稲 垣 君 

Happy Birthday＜塩入ﾒﾝ・平林ﾒﾝ・松本ﾒﾝ 3名＞ 

ニコニコ発表                  浅見ク君 

閉会点鐘                     浅見会長 

国際会長        Henry J Grindheim「ともに、光の中を歩もう」(ノルウエー) 

アジア会長     Tung Ming Hsiao「ワイズ運動を尊重しよう」（台湾） 

東日本区理事    栗本治郎「広げようワイズの仲間」（熱海） 

関東東部部長   長尾昌男「義務を果たして、クラブと関東東部の活性化を図ろう」(千葉) 

クラブ会長      浅見隆夫「親睦なくして奉仕はない」（グリーン） 

会    長 浅見  隆夫 

副 会 長 西澤  紘一 

書   記 目黒   卓 

書   記 布上征一郎 

会   計 浅見 クミ子 

会   計 佐野   守 

監   事 柿沼  敬喜 

担当主事 松本  竹弘 

   【例会出席率】   在籍：１７名（含広義会員１名）  メーキャップ 2名  出席率 13/16 81％                    

出席：10月５クラブ合同例会 （グリーン出席者  メン 11名 メネット２名 計１３名） 

   【ニコニコ】      10月合同例会  0円    今期累計 24,000円 

 



＜２０１７年１０月 5クラブ合同例会 報告＞ 
日 時：2017年１０月１８日（水） 19：00～21：00 

場 所：東京 YMCA東陽町センター視聴覚室 

グリーンクラブ出席：青木・浅見（隆）・浅見(ク)・柿沼 

古平・佐野・高谷・西澤・西本（東）・西本（晃） 

布上(征)・布上（信）・松本 （13名） 

 
関東東部近隣 5 クラブ（東京江東・東京グリーン・東京北・
東京ひがし・東京ベイサイドの各クラブ）が合同で例会を
持つのは今回が初めての試みである。結論を言えば素晴
らしい合同例会であった。企画を発案された方々、分担さ
れたお役目をしっかり果たして本日を迎えた幹事の皆さ
ん、ご苦労様でした。ありがとうございました。 
 プログラムは相川達男メン（江東）の司会で始まり、開会
点鐘を酒向裕司会長（江東）、ワイズソング・信条を峯岸
智彦会長（ベイサイド）、会長挨拶は代表した形で浅見隆
夫会長（グリーン）、ゲスト紹介を酒向会長、食前の感謝は
村杉克己会長（北）、最後の閉会挨拶と点鐘を金丸会長
（ひがし）と各会長が平等に担当された。 
特別公演がまた素晴らしかった。名古屋大学減災連携

センター教授：武村雅之先生による「歴史に学ぶ防災論：
関東大震災は生きている」という講演である。 

上図は 1880年から 2016年までの地震被害（津波・火災 

を含む）での死者数順にみたもの。 

いかに今回の東日本大震災の被害が大きいものであった
か。歴史を振り返れば、関東大震災の後に佐野利器氏な
どにより「耐震基準」が成立し 1950年には建築基準法制
定され日本の耐震建築の礎となった。1981年、2001年と
常に基準法を見直してきている。 

防災・減災の重要なポイントとしてまずは各自が自ら身を
守ることが大原則。近代技術はあくまでも道具であり、神
ではない。自然への畏れを覆い隠すものと考えるべき。 
”連携”は我々が人生を全うに生きるために必要。防災・
減災はその延長線上に成り立つもの。と熱く語られた。 
 記念講演の後に各クラブ会長の挨拶になった。そして各
種報告、アピール。続いてハッピーバースデーと結婚記念
のプレゼント。グリーンは高谷メン、柿沼メネット、古平メネッ
トにバースデープレゼントを進呈した。 

グリーンクラブのウイメンとメネット 

金丸会長（ひがし）の閉会挨拶と点鐘によって和やかな合
同例会を終了した。有志による打ち上げ会はいつもの居
酒屋で賑やかに行われたがグリーンは都合により欠席とな
っている。グリーンは下記をアピールした。  （布上 記） 

～上記、12月に改めて別途ご通知申し上げます～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Happy Birthday 

1１月   塩入公之助（メン） 平林 正子（メン） 

         松本 竹弘（メン） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

クラブの円滑な運営のため、年会費をお納め下さい 

            （2017-１8年度 会計：浅見クミ子） 

＜会計担当・口座番号 変更になりました＞ 

みずほ銀行 駒込支店 店番号５５９ （普）１３１０４３９ 

     口座名 東京グリーンワイズメンズクラブ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



＜２０１７年１０月第二例会 報告＞ 
日時：2017年 11月 1日 18：00～19：30   

場所：和泉橋区民館   

出席：青木・浅見（隆）・浅見（ク）・柿沼・高谷 

西澤・布上（征）・布上(信)・目黒・松本 

１．配布資料 

  役員会レジュメ（浅見会長）  

 45周年記念例会予算案（柿沼実行委員長） 

 

２．報告・連絡事項  

 ①  「沖 利柯さん還暦を祝う会」 

    参加     青木方枝メン   

記念品代 浅見クミ子／浅見隆夫   

柿沼敬喜／布上征一郎／布上信子 

 ③ 三島クラブ 40周年記念例会  12月 2日(土) 

日本大学国際関係学部（三島市） 

    参加   浅見クミ子・浅見隆夫  

登録費 8000円(12月役員会で補填の可否を協議) 

 ④ 11月卓話者 

   神埼清一 日本 YMCA同盟総主事  

西澤メン交渉、総主事の快諾をいただいた 

 ⑤ 第二回関東東部評議会 

   11月 18日（土）13：００受付 

  13：30開会  16：30閉会 

       終了後、懇親会（参加費 3,000円） 

出席：浅見(隆)・浅見(ク)・布上(征) 

布上（信）・目黒 

      東京 YMCA東陽町センター視聴覚室 

 ⑥ ソシアス２０１７（会員親睦・協議会） 

柿沼出席 

   11月 25日（土）10：00～15：00   

江東 YMCA幼稚園園庭  参加費 1,500円 

 ⑦ その他 

   11月 6日（月）東京 YMCAクリスマスオープン

ハウス委員会  青木メン出席 

   《12月 23日（土）東陽町にて／グリーンは甘

酒とフランク焼きで奉仕】 

３．審議・協議事項･ 

 ① 稲垣勝啓メン 11月末退会の件   

前期分 3万より月割額 5,000円を返却。 

 ② ４５周年記念特別例会＜第 2報・12月中頃ま

でに／プログラム時間表検討＞ 

 ③ １２月 20日（水）クリスマス例会を予定  

 

④ ワイズメネットのつどい開催

  11月 25日（土）11：00～15：30 

  横浜中央ＹＭＣＡで開催 

  講演「クイリングについて」 

  講師：クイリングギルドフェロー・小野史郎氏 

  「絵本献金のためのプチマルシェ」開催 

  グリーン参加：青木・浅見・布上（主査） 

⑤ その他 公民館登録者変更＜稲垣⇒高谷メン＞ 

千代田区在住者資格 

⑥ 18年 1月 13日（土） 在京ワイズ新年会   

しののめ YMCA ベイサイドクラブ担当 

  ～11/15例会で確実な出欠をとります～ 

⑦ 18年 2月 卓話者   

梶木氏・・介護の話  西澤メン交渉 

  

 ===================================== 

＜第二例会に続いて神田川委員会を開催＞  

１．神田川船の会報告 19：00～神田川委員会 

 ＜この時間より稲垣メン・林繁一さん 出席＞ 

 ① 第 76回神田川船の会 アンケート集計 

 （松本主事 配布） 

 ② 稲垣メン退会に伴い、次回 2018年 5月開催 

より目黒実行委員長が推進。稲垣現実行委員

長より目黒メンに引継ぎ進行中 

 ③ 昌平小学校船の会／定年時代船の会開催につ

き詳細説明（稲垣）         （布上 記） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

～ク リ ス マ ス 例 会～ 予定 
12月 20日（水）18：30～21：00 

食事会：浅草橋「ふたみ食堂」 
会費：４０００円 

03-4296-2638 

今年の 2月に開店したばかりのお店です 

鹿児島料理専門・焼酎 60種常時あります 
＜お楽しみ・ビンゴなどを予定 皆さん 1000円

程度のプレゼントをご用意ください＞ 

 お店のキャパは 20名が限界ですので、 

クラブの皆様内々で食事を楽しみましょう 

 

老人ホームなどに寄贈 

 

 
 

６０×１８０ｃｍの板の中で、4色のボールをシャモジ形

のパターでカップインさせるレクレーションスポーツです。 

カップの方を高くして手前に戻って来る仕組みが実用新

案に登録されました。現在は越谷の施設を中心に喜ばれ

て活動しています。 

ご高齢のご婦人が 1球カップインする度に顔にポーっと

赤みがさす状況や子供がカップインしたボールを弾き出す

仕組みが面白くて何度も挑戦する有様を見て、私はこのゲ

ームで社会貢献ができる！と気持ちが高まってきます。 

《ちょっとボール協会 会長   古平光市》 
 



 

 

 

 

第40回『 フォルトナｳの瞳 』百田尚樹 

（新潮新書2015年11月) 
  戦記もの、英雄物語など体制
派の作家だと思っていたが、以下

２編のような、マイノリティ（少数

者･弱者）の視点で書かれた作品

は珍しい。 

 フォルトウナとは、ギリシャ神話

に出てくる『人の運命を予測する

超能力を持つ女神』の名前である。フォルトウナの瞳を持つ

主人公、木山は他人の体の一部が透明化する様子が見える

ばかりか、その人の死期も予測できる能力を持つことを偶然

に知る。ただし、たとえ自分自身が透明化して行っても見えな

い。  

 あるとき同じ超能力を持つ医師に出会う。彼は、木山に『他

人の運命には関わるな』と忠告する。なぜなら人の運命を変

える事で、自分自身の命を削ることになるからである。木山

は、ある女性に恋をしたが、その相手の手がだんだん透明化

してゆくことを知って愕然とする。彼女が出くわすであろう未

来の運命（列車事故に遭遇？)を察知し、それを無理やり変

えてしまう。結果、彼女の命は救われるが代りに木山の命が

尽きてしまう。しかも救った相手の女性も同じ超能力を持ち、

木山の手がだんだん透明化することが見えていたのである。

自己犠牲で他人を救う愛のストーリーに見えるが、超能力を

持つことの葛藤、矛盾に耐え兼ねた自殺であったとも言え

る。カルバンの救済予定説を思い出すが、人間の運命は、偶

然の出会いや事件･事故との遭遇の連続で決まるものであ

り、結果論として『あと1秒遅く来れば交通事故に会わなかっ

ただろう』と運の悪さを嘆くことがあるが、もし私がフォルトウナ

の瞳を通して他人の運命・宿命が見えるとすれば、果たして

生きてゆく事ができるであろうか?  

 第41回『 プリズム 』百田尚樹 

（幻冬舎、2011年) 
 解離性同一性障害と言う多重人
格を持つ主人公広志と彼に興味を

持つ聡子との出会いから別れまで

の物語。一人の人間の中に複数の

人格が存在すると言う不思議な精

神障害がテーマである。誰しも建

前と本音の2重人格性を持っている

ものだが、広志は12人もの複数個別人格を持っていた。幼少

期の家庭内暴力に曝されたことによる虐待の代償行為とし

て、別人格になりすます性癖が高じて多重人格を持たざるを

得なくなったのである。精神科医新藤先生の治療により次第

に多重人格の一部は消え去り一部は広志に統合されて、最

後に卓也、純也、清一、ヒロコ、タケシの5人が残った。卓也

は広志の理想の人間像であり、純也は広志の嫌な部分を持

つなどそれぞれが広志の性格を分担していた。聡子は卓也

と付き合い始め、新藤先生と共に広志の治癒に協力する。聡

子と卓也は恋に落ちるが、最後には卓也が純也を共連れに

広志に統合されて元の鞘に収まる。後の3人は自然に消えて

行き広志は元の人間に戻った。摩訶不思議な話であるが、

人間の持つ多様性、多重性の葛藤を凝縮したようで、読後に

何となくしこりのようなものが残った。     （西澤紘一記) 

 

 

 

 

▼ソシアス 2017（会員親睦・協議会）  
イスラエル

のドッジボー

ル「ガガ」山

中湖センタ

ーにて 

「ソシアス」

とはラテン

語 で 「 仲

間」のこと。

「ソシアス

２０１７」は、

東京ＹＭＣＡの会員とスタッフが仲間として共に学び、語り、

交流する会です。今年は、みんなでバーベキューを楽しむ

ほか、ガガ（イスラエルのドッジボール）のピッチコート作成

と体験も予定しています。ぜひご参加ください。 

【日 時】 2017年 11月 25日（土）10：00～15：00  

【参加費】 1,500円（昼食・資料代）   ※幼児無料 

【場 所】 江東ＹＭＣＡ幼稚園園庭  

（東京都江東区石島 3-15） 

 ・半蔵門線／都営新宿線：住吉駅 徒歩 15分 

 ・半蔵門線／都営大江戸線：清住白河駅 徒歩 15分 

【申込み】 会員部  電話：tel.03-3615-5568 

 

▼ハロウィンイベント報告（東陽町） 

東京ＹＭＣＡインターナショナルスクール（ＴＹＩＳ）の生

徒たちが仮装して近隣を訪問。保護者や先生もはりきって、

ファッションショーやゲーム大会なども行ない、東陽町セン

ターには一日中「ハッピーハロウィーン！」の元気な声が響

きわたりました。 

また、にほんご学院の生徒も

ハロウィンイベントにボランティ

アとして参加しました。会場の

準備や、ブースのお手伝いをし

ました。 
 

にほんご学院の生徒たち 

（会場セッティング中） 

 
 （主事 松本竹弘 記） 

ＹＭＣＡ コーナー ブリテン図書室 


